
(57)【要約】

【課題】簡単な操作により携帯電話機の位置を特定の通

報先端末装置に送信する。

【解決手段】緊急時に携帯電話機１の緊急用赤ボタン１

７を押下すると、ＧＰＳ受信機１８により携帯電話機１

の位置が検出され、この携帯電話機１の位置、周辺の映

像や音声、個人情報等がサーバ４を介して通報先端末装

置３に送信され、通報先端末装置３により携帯電話機１

の位置、周辺の映像や音声等が報知される。このため、

警備会社では、通報先端末装置３の報知に応じて、携帯

電話機１の位置、周辺の映像や音声等を直ちに確認し、

何等かの対処を速やかに行うことができる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
携 帯 電 話 機 と 、 サ ー バ と 、 通 報 先 端 末 装 置 と を 備 え 、
携 帯 電 話 機 は 、 緊 急 用 ボ タ ン 及 び Ｇ Ｐ Ｓ 機 能 を 有 し て お り 、 緊 急 用 ボ タ ン が 操 作 さ れ る と
、 こ れ に 応 答 し て Ｇ Ｐ Ｓ 機 能 に よ り 該 携 帯 電 話 機 の 位 置 を 検 出 し 、 サ ー バ を ネ ッ ト ワ ー ク
を 通 じ て 呼 び 出 し て 、 該 携 帯 電 話 機 の 位 置 を サ ー バ に 送 信 し 、
サ ー バ は 、 該 携 帯 電 話 機 の 位 置 を 受 信 す る と 、 通 報 先 端 末 装 置 を ネ ッ ト ワ ー ク を 通 じ て 呼
び 出 し て 、 該 携 帯 電 話 機 の 位 置 を 通 報 先 端 末 装 置 に 送 信 す る こ と を 特 徴 と す る セ キ ュ リ テ
ィ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
緊 急 用 ボ タ ン と 、
該 携 帯 電 話 機 の 位 置 を 検 出 す る Ｇ Ｐ Ｓ 機 能 と を 備 え 、
緊 急 用 ボ タ ン が 操 作 さ れ る と 、 こ れ に 応 答 し て Ｇ Ｐ Ｓ 機 能 に よ り 該 携 帯 電 話 機 の 位 置 を 検
出 し 、 予 め 設 定 さ れ た サ ー バ を ネ ッ ト ワ ー ク を 通 じ て 呼 び 出 し て 、 該 携 帯 電 話 機 の 位 置 を
該 サ ー バ に 送 信 す る こ と を 特 徴 と す る 緊 急 通 報 機 能 付 き 携 帯 電 話 機 。
【 請 求 項 ３ 】
補 助 バ ッ テ リ ー を 更 に 備 え 、
緊 急 用 ボ タ ン が 操 作 さ れ る と 、 該 補 助 バ ッ テ リ ー を 該 携 帯 電 話 機 の 電 源 と し て 用 い る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 緊 急 通 報 機 能 付 き 携 帯 電 話 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 緊 急 時 に 携 帯 電 話 機 の 位 置 を 通 報 す る セ キ ュ リ テ ィ シ ス テ ム 及 び 緊 急 通 報 機 能
付 き 携 帯 電 話 機 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
近 年 、 携 帯 電 話 機 の 多 機 能 化 に 伴 っ て 、 携 帯 電 話 機 の 利 用 形 態 も 多 様 化 さ れ て い る 。 そ の
利 用 形 態 の 一 つ と し て 、 Ｇ Ｐ Ｓ （ Ｇ ｌ ｏ ｂ ａ ｌ 　 Ｐ ｏ ｓ ｉ ｔ ｉ ｏ ｎ ｉ ｎ ｇ 　 Ｓ ｙ ｓ ｔ ｅ ｍ
） 機 能 を 携 帯 電 話 機 に 搭 載 し て お き 、 携 帯 電 話 機 の 所 有 者 の 所 在 位 置 を 知 り た い と き に 、
携 帯 電 話 機 を 呼 び 出 し て 、 Ｇ Ｐ Ｓ 機 能 に よ り 携 帯 電 話 機 の 位 置 を 検 出 さ せ 、 こ の 位 置 を 該
携 帯 電 話 機 か ら 送 信 さ せ て 、 こ の 位 置 を 外 部 に 通 報 す る と い う も の が あ る 。 例 え ば 、 こ の
携 帯 電 話 機 を 子 供 に 与 え て お け ば 、 子 供 の 所 在 位 置 を 随 時 知 る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 上 記 従 来 の 技 術 で は 、 携 帯 電 話 機 の 所 有 者 本 人 で は な く 、 携 帯 電 話 機 の 所
有 者 と は 異 な る 人 物 の 要 求 に 応 じ て 、 外 部 か ら 携 帯 電 話 機 へ の ア ク セ ス が 行 わ れ 、 携 帯 電
話 機 の 位 置 が 外 部 に 通 報 さ れ る 。 こ の た め 、 携 帯 電 話 機 の 所 有 者 が 危 険 な 状 況 に あ っ て も
、 携 帯 電 話 機 の 位 置 が 外 部 に 通 報 さ れ る と は 限 ら な い 。 例 え ば 、 子 供 が 危 険 な 状 況 に 置 か
れ て も 、 携 帯 電 話 機 の 位 置 が 外 部 に 通 報 さ れ る と は 限 ら な い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
ま た 、 携 帯 電 話 機 の 所 有 者 は 、 携 帯 電 話 機 の 通 話 機 能 や 電 子 メ ー ル の 機 能 等 を 用 い れ ば 、
自 分 の 所 在 位 置 を 外 部 に 通 報 す る こ と が で き る も の の 、 携 帯 電 話 機 の 操 作 等 が 必 要 と な る
の で 、 極 め て 短 時 間 の う ち に 通 報 す る こ と は 実 質 的 に 不 可 能 で あ る 。 ま た 、 病 気 や け が 等
に よ り 身 体 の 自 由 が き か ず 、 携 帯 電 話 機 の 操 作 等 を 十 分 に 行 う こ と が で き な い と き に も 、
通 報 す る こ と が で き な く な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
そ こ で 、 本 発 明 は 、 上 記 従 来 の 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 簡 単 な 操 作 に よ り 携
帯 電 話 機 の 位 置 を 特 定 の 通 報 先 端 末 装 置 に 送 信 す る こ と が 可 能 な セ キ ュ リ テ ィ シ ス テ ム 及
び 緊 急 通 報 機 能 付 き 携 帯 電 話 機 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の セ キ ュ リ テ ィ シ ス テ ム は 、 携 帯 電 話 機 と 、 サ ー バ と
、 通 報 先 端 末 装 置 と を 備 え 、 携 帯 電 話 機 は 、 緊 急 用 ボ タ ン 及 び Ｇ Ｐ Ｓ 機 能 を 有 し て お り 、
緊 急 用 ボ タ ン が 操 作 さ れ る と 、 こ れ に 応 答 し て Ｇ Ｐ Ｓ 機 能 に よ り 該 携 帯 電 話 機 の 位 置 を 検
出 し 、 サ ー バ を ネ ッ ト ワ ー ク を 通 じ て 呼 び 出 し て 、 該 携 帯 電 話 機 の 位 置 を サ ー バ に 送 信 し
、 サ ー バ は 、 該 携 帯 電 話 機 の 位 置 を 受 信 す る と 、 通 報 先 端 末 装 置 を ネ ッ ト ワ ー ク を 通 じ て
呼 び 出 し て 、 該 携 帯 電 話 機 の 位 置 を 通 報 先 端 末 装 置 に 送 信 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
こ の 様 な 本 発 明 の シ ス テ ム に よ れ ば 、 緊 急 用 ボ タ ン 及 び Ｇ Ｐ Ｓ 機 能 を 携 帯 電 話 機 に 設 け て
い る 。 そ し て 、 こ の 緊 急 用 ボ タ ン が 操 作 さ れ る と 、 Ｇ Ｐ Ｓ 機 能 に よ り 携 帯 電 話 機 の 位 置 が
検 出 さ れ 、 こ の 携 帯 電 話 機 の 位 置 が サ ー バ を 介 し て 通 報 先 端 末 装 置 へ と 送 信 さ れ る 。 従 っ
て 、 緊 急 用 ボ タ ン の み を 操 作 す る と い う 極 め て 簡 単 な 操 作 に よ り 、 携 帯 電 話 機 の 位 置 を 通
報 先 端 末 装 置 に 通 報 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 子 供 、 病 人 、 け が 人 等 で あ っ て も 、 自
分 の 所 在 位 置 を 容 易 か つ 確 実 に 外 部 に 知 ら せ る こ と が で き る 。 ま た 、 携 帯 電 話 機 の 位 置 を
サ ー バ を 介 し て 通 報 先 端 末 装 置 に 送 信 し て い る の で 、 通 報 先 端 末 装 置 が 通 話 中 で あ っ て も
、 携 帯 電 話 機 の 位 置 が 通 報 先 端 末 装 置 で 受 信 さ れ る ま で 、 携 帯 電 話 機 の 位 置 が サ ー バ か ら
通 報 先 端 末 装 置 へ と 繰 り 返 し 送 信 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
次 に 、 本 発 明 の 緊 急 通 報 機 能 付 き 携 帯 電 話 機 は 、 緊 急 用 ボ タ ン と 、 該 携 帯 電 話 機 の 位 置 を
検 出 す る Ｇ Ｐ Ｓ 機 能 と を 備 え 、 緊 急 用 ボ タ ン が 操 作 さ れ る と 、 こ れ に 応 答 し て Ｇ Ｐ Ｓ 機 能
に よ り 該 携 帯 電 話 機 の 位 置 を 検 出 し 、 予 め 設 定 さ れ た サ ー バ を ネ ッ ト ワ ー ク を 通 じ て 呼 び
出 し て 、 該 携 帯 電 話 機 の 位 置 を 該 サ ー バ に 送 信 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ の 様 な 本 発 明 の 携 帯 電 話 機 に よ れ ば 、 緊 急 用 ボ タ ン が 操 作 さ れ る と 、 Ｇ Ｐ Ｓ 機 能 に よ り
携 帯 電 話 機 の 位 置 が 検 出 さ れ 、 こ の 携 帯 電 話 機 の 位 置 が サ ー バ へ と 送 信 さ れ る 。 従 っ て 、
緊 急 用 ボ タ ン の み を 操 作 す る と い う 極 め て 簡 単 な 操 作 に よ り 、 携 帯 電 話 機 の 位 置 を サ ー バ
に 送 信 す る こ と が で き る 。 更 に 、 携 帯 電 話 機 の 位 置 を サ ー バ か ら 通 報 先 端 末 装 置 に 送 信 し
た り 、 通 報 先 端 末 装 置 か ら サ ー バ を 定 期 的 に ア ク セ ス し て 、 携 帯 電 話 機 の 位 置 を サ ー バ か
ら 通 報 先 端 末 装 置 へ と 取 り 込 め ば 、 携 帯 電 話 機 の 位 置 を 通 報 先 端 末 装 置 に 通 報 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 本 発 明 に お い て は 、 補 助 バ ッ テ リ ー を 更 に 備 え 、 緊 急 用 ボ タ ン が 操 作 さ れ る と 、 該
補 助 バ ッ テ リ ー を 該 携 帯 電 話 機 の 電 源 と し て 用 い て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
こ の 様 に 緊 急 用 ボ タ ン が 操 作 さ れ た と き に 、 補 助 バ ッ テ リ ー を 携 帯 電 話 機 の 電 源 と し て 用
い れ ば 、 携 帯 電 話 機 の 主 電 源 が 使 い 切 ら れ て い た り 、 主 電 源 の ス イ ッ チ が オ フ に な っ て い
る 状 況 で あ っ て も 、 携 帯 電 話 機 の 位 置 を 送 信 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 添 付 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
図 １ は 、 本 発 明 の セ キ ュ リ テ ィ シ ス テ ム の 一 実 施 形 態 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 本 実 施 形
態 の シ ス テ ム は 、 携 帯 電 話 機 １ と 、 携 帯 電 話 機 １ と 無 線 通 信 を 行 う 無 線 基 地 局 ２ と 、 警 備
会 社 に 設 け ら れ た 通 報 先 端 末 装 置 ３ と 、 プ ロ バ イ ダ に 設 け ら れ た サ ー バ ４ と を 備 え て い る
。
【 ０ ０ １ ４ 】
携 帯 電 話 機 １ は 、 無 線 基 地 局 ２ 及 び 回 線 網 ５ 等 を 通 じ て 、 他 の 携 帯 電 話 機 や 有 線 電 話 機 等
（ 図 示 せ ず ） と の 間 で 通 信 を 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 携 帯 電 話 機 １ は 、 無 線 基 地 局 ２ 、
回 線 網 ５ 、 及 び イ ン タ ー ネ ッ ト ６ を 通 じ て 、 プ ロ バ イ ダ の サ ー バ ４ と の 間 で デ ー タ 通 信 を
行 っ た り 、 更 に サ ー バ ４ を 介 し て 警 備 会 社 の 通 報 先 端 末 装 置 ３ や 他 の 端 末 装 置 と の 間 で デ
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ー タ 通 信 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
警 備 会 社 の 通 報 先 端 末 装 置 ３ は 、 例 え ば パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ で あ り 、 デ ー タ ベ ー ス ３
ａ を 有 す る 。 ま た 、 プ ロ バ イ ダ の サ ー バ ４ も 、 コ ン ピ ュ ー タ で あ り 、 デ ー タ ベ ー ス ４ ａ を
有 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 ２ は 、 携 帯 電 話 機 １ の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 ２ に 示 す 様 に 携 帯 電 話 機 １ は 、
無 線 基 地 局 ２ と 無 線 通 信 を 行 な う 通 信 制 御 部 １ １ と 、 音 声 を 入 力 す る マ イ ク 及 び 音 声 を 再
生 出 力 す る ス ピ ー カ 等 か ら な る 通 話 部 １ ２ と 、 Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ １ ３ と 、 電 話 番 号 や 各 種 の デ
ー タ を 表 示 す る 表 示 装 置 １ ４ と 、 各 種 の プ ロ グ ラ ム や デ ー タ を 記 憶 す る メ モ リ １ ５ と 、 電
話 番 号 や メ ッ セ ー ジ を 操 作 入 力 す る た め の 操 作 キ ー １ ６ と 、 緊 急 時 に 押 下 さ れ る 緊 急 用 赤
ボ タ ン １ ７ と 、 複 数 の 人 工 衛 星 か ら の 電 波 を 受 信 し て 、 こ の 携 帯 電 話 機 １ の 位 置 （ 緯 度 及
び 軽 度 ） を 測 定 す る Ｇ Ｐ Ｓ 受 信 機 １ ８ と 、 主 電 源 １ ９ と 、 補 助 電 源 ２ ０ と 、 主 電 源 １ ９ 及
び 補 助 電 源 ２ ０ を 切 り 換 え る 電 源 切 り 換 え ス イ ッ チ ２ １ と 、 該 携 帯 電 話 機 １ 全 体 の 制 御 を
司 る 制 御 部 ２ ２ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
こ の 様 な 構 成 の シ ス テ ム に お い て は 、 携 帯 電 話 機 １ の 所 有 者 の 緊 急 時 に 該 携 帯 電 話 機 １ の
緊 急 用 赤 ボ タ ン １ ７ が 押 下 さ れ る と 、 Ｇ Ｐ Ｓ 受 信 機 １ ８ に よ り 携 帯 電 話 機 １ の 位 置 が 検 出
さ れ 、 こ の 携 帯 電 話 機 １ の 位 置 や 携 帯 電 話 機 １ の 個 人 情 報 等 が サ ー バ ４ を 介 し て 通 報 先 端
末 装 置 ３ に 送 信 さ れ 、 通 報 先 端 末 装 置 ３ に よ り 携 帯 電 話 機 １ の 位 置 等 が 報 知 さ れ る 。 こ の
た め 、 警 備 会 社 で は 、 通 報 先 端 末 装 置 ３ の 報 知 に 応 じ て 、 携 帯 電 話 機 １ の 位 置 等 を 直 ち に
確 認 し て 、 何 等 か の 対 処 を 速 や か に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
こ の 緊 急 時 の 通 報 に よ る セ キ ュ リ テ ィ サ ー ビ ス を 受 け る に は 、 こ の セ キ ュ リ テ ィ サ ー ビ ス
を 警 備 会 社 に 申 し 込 む 必 要 が あ る 。 携 帯 電 話 機 １ の 所 有 者 は 、 氏 名 や 携 帯 電 話 機 １ の メ ー
ル ア ド レ ス 等 か ら な る 個 人 情 報 、 セ キ ュ リ テ ィ サ ー ビ ス の 種 類 を 警 備 会 社 に 知 ら せ て 、 セ
キ ュ リ テ ィ サ ー ビ ス を 申 し 込 む 。 こ の 携 帯 電 話 機 １ の 個 人 情 報 や セ キ ュ リ テ ィ サ ー ビ ス の
種 類 は 、 通 報 先 端 末 装 置 ３ の デ ー タ ベ ー ス ３ ａ に 登 録 さ れ る 。 セ キ ュ リ テ ィ サ ー ビ ス の 種
類 と し て は 、 携 帯 電 話 機 １ の 位 置 に 基 づ い て 所 有 者 を 捜 査 し た り 、 緊 急 時 の 発 生 を 予 め 指
示 さ れ た 人 物 や 施 設 等 に 連 絡 す る 等 が あ る 。 例 え ば 、 携 帯 電 話 機 １ の 所 有 者 が 子 供 、 釣 り
人 、 ス キ ー ヤ ー 、 登 山 家 等 で あ る 場 合 は 、 セ キ ュ リ テ ィ サ ー ビ ス の 種 類 と し て 、 所 有 者 の
捜 査 並 び に 親 族 へ の 連 絡 を 登 録 す れ ば 良 い 。 ま た 、 携 帯 電 話 機 １ の 所 有 者 が 高 齢 者 や 病 人
等 で あ る 場 合 は 、 セ キ ュ リ テ ィ サ ー ビ ス の 種 類 と し て 、 所 有 者 の 捜 査 並 び に 親 族 や 救 急 病
院 へ の 連 絡 を 登 録 す れ ば 良 い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ま た 、 緊 急 時 の 通 報 に よ り セ キ ュ リ テ ィ サ ー ビ ス を 受 け る に は 、 携 帯 電 話 機 １ と 通 報 先 端
末 装 置 ３ 間 の 中 継 を サ ー バ ４ に 予 め 申 し 込 ん で お く 必 要 が あ る 。 こ の 申 し 込 み 手 続 き の 過
程 を 図 ３ の フ ロ ー チ ャ ー ト に 従 っ て 次 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ま ず 、 携 帯 電 話 機 １ の 操 作 キ ー １ ６ を 操 作 す る こ と に よ り 、 サ ー バ ４ へ の ア ク セ ス を 指 示
す る 。 こ れ に 応 答 し て 携 帯 電 話 機 １ の 制 御 部 ２ ２ は 、 通 信 制 御 部 １ １ を 制 御 し 、 無 線 基 地
局 ２ 、 回 線 網 ５ 、 及 び イ ン タ ー ネ ッ ト ６ を 通 じ て 、 プ ロ バ イ ダ の サ ー バ ４ に ア ク セ ス し 、
サ ー バ ４ の サ ー ビ ス メ ニ ュ ー を ダ ウ ン ロ ー ド し て 、 こ の メ ニ ュ ー を 表 示 装 置 １ ４ の 画 面 に
表 示 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ １ ） 。 そ し て 、 操 作 キ ー １ ６ を 操 作 す る こ と に よ り 、 画 面 上 の
メ ニ ュ ー か ら 「 セ キ ュ リ テ ィ サ ー ビ ス 」 の 欄 を 選 択 し （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ２ ） 、 氏 名 や 携 帯
電 話 機 １ の メ ー ル ア ド レ ス 等 か ら な る 個 人 情 報 を 入 力 し て （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ３ ） 、 入 力 終
了 並 び に 実 行 を 指 示 す る 。 こ れ に 応 答 し て 制 御 部 ２ ２ は 、 「 セ キ ュ リ テ ィ サ ー ビ ス 」 の 申
し 込 み 情 報 及 び 個 人 情 報 を 通 信 制 御 部 １ １ を 通 じ て サ ー バ ４ に 送 信 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
サ ー バ ４ で は 、 「 セ キ ュ リ テ ィ サ ー ビ ス 」 の 申 し 込 み 情 報 及 び 個 人 情 報 を 受 信 す る と 、 回
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線 網 ５ を 保 守 管 理 す る 通 信 会 社 の 加 入 者 デ ー タ ベ ー ス （ 図 示 せ ず ） を ア ク セ ス し て 、 こ の
加 入 者 デ ー タ ベ ー ス 上 で 該 受 信 し た 個 人 情 報 を 照 合 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ４ ） 。 そ し て 、
こ の 個 人 情 報 が 加 入 者 デ ー タ ベ ー ス に 登 録 さ れ て い な け れ ば （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ４ で 「 Ｎ ｏ
」 ） 、 個 人 情 報 の 再 入 力 を 促 す 旨 を 携 帯 電 話 機 １ に 通 知 す る 。 ま た 、 受 信 し た 個 人 情 報 が
加 入 者 デ ー タ ベ ー ス に 登 録 さ れ て い れ ば （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ４ で 「 Ｙ ｅ ｓ 」 ） 、 つ ま り 個 人
情 報 に 偽 り が 無 け れ ば 、 携 帯 電 話 機 １ か ら の 「 セ キ ュ リ テ ィ サ ー ビ ス 」 の 申 し 込 み 情 報 を
受 け 付 け （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ５ ） 、 パ ス ワ ー ド を 発 行 し 、 こ の パ ス ワ ー ド 、 及 び 「 セ キ ュ リ
テ ィ サ ー ビ ス 」 の ペ ー ジ を 携 帯 電 話 機 １ に 送 信 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ６ ） 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
携 帯 電 話 機 １ で は 、 パ ス ワ ー ド 及 び 「 セ キ ュ リ テ ィ サ ー ビ ス 」 の ペ ー ジ を 通 信 制 御 部 １ １
で 受 信 す る と 、 パ ス ワ ー ド を メ モ リ １ ５ に 記 憶 し 、 「 セ キ ュ リ テ ィ サ ー ビ ス 」 の ペ ー ジ を
表 示 装 置 １ ４ の 画 面 に 表 示 す る 。 こ の 状 態 で 、 操 作 キ ー １ ６ を 操 作 す る こ と に よ り 、 「 セ
キ ュ リ テ ィ サ ー ビ ス 」 の 利 用 目 的 、 通 報 先 、 通 報 用 メ ッ セ ー ジ 等 を 該 ペ ー ジ に 記 入 し て 、
入 力 終 了 並 び に 実 行 を 指 示 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
携 帯 電 話 機 １ の 制 御 部 ２ ２ は 、 入 力 終 了 並 び に 実 行 が 指 示 さ れ る と 、 そ れ ら の 利 用 目 的 、
通 報 先 、 及 び 通 報 用 メ ッ セ ー ジ 等 を 通 信 制 御 部 １ １ を 通 じ て サ ー バ ４ に 送 信 す る （ ス テ ッ
プ Ｓ １ ０ ７ ） 。 こ こ で は 、 通 報 先 と し て 、 警 備 会 社 の 通 報 先 端 末 装 置 ３ の ア ド レ ス が 指 示
さ れ た も の と す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
サ ー バ ４ で は 、 利 用 目 的 、 通 報 先 、 及 び 通 報 用 メ ッ セ ー ジ 等 を 受 信 す る と 、 こ れ ら を 携 帯
電 話 機 １ の 個 人 情 報 と 共 に パ ス ワ ー ド に 対 応 さ せ て デ ー タ ベ ー ス ４ ａ に 登 録 す る （ ス テ ッ
プ Ｓ １ ０ ８ ） 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
こ う し て 警 備 会 社 及 び サ ー バ ４ へ の セ キ ュ リ テ ィ サ ー ビ ス の 申 し 込 み を 予 め 行 っ て お く 。
こ の 後 で は 、 何 時 で も 、 携 帯 電 話 機 １ の 緊 急 用 赤 ボ タ ン １ ７ を 押 下 す る だ け で 、 携 帯 電 話
機 １ の 所 有 者 が セ キ ュ リ テ ィ サ ー ビ ス を 受 け る こ と が で き る 。 こ の セ キ ュ リ テ ィ サ ー ビ ス
の 過 程 を 図 ４ の フ ロ ー チ ャ ー ト に 従 っ て 次 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ま ず 、 携 帯 電 話 機 １ で は 、 緊 急 用 赤 ボ タ ン １ ７ の 押 下 を 待 機 し て お り （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ２
で 「 Ｎ ｏ 」 ） 、 携 帯 電 話 機 １ の 所 有 者 に 緊 急 事 態 が 発 生 し て （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ １ ） 、 こ の
所 有 者 に よ り 緊 急 用 赤 ボ タ ン １ ７ が 押 下 さ れ る と （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ２ で 「 Ｙ ｅ ｓ 」 ） 、 電
源 切 り 換 え ス イ ッ チ ２ １ が 切 り 換 え ら れ 、 主 電 源 １ ９ か ら の 電 力 供 給 が 断 た れ て 、 補 助 電
源 ２ ０ か ら の 電 力 供 給 が 開 始 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ３ ） 。 通 常 は 、 主 電 源 １ ９ か ら の 電
力 供 給 に よ り 携 帯 電 話 機 １ が 動 作 し て お り 、 緊 急 用 赤 ボ タ ン １ ７ が 押 下 さ れ 、 電 源 切 り 換
え ス イ ッ チ ２ １ が 切 り 換 え ら れ た と き に だ け 、 つ ま り 緊 急 事 態 発 生 時 に 限 っ て 、 補 助 電 源
２ ０ か ら の 電 力 供 給 に よ り 携 帯 電 話 機 １ が 動 作 す る 。 こ の た め 、 主 電 源 １ ９ が 使 い 切 ら れ
て い た り 、 主 電 源 １ ９ の ス イ ッ チ （ 図 示 せ ず ） が オ フ に な っ て い る 状 況 で あ っ て も 、 緊 急
事 態 発 生 時 の 携 帯 電 話 機 １ の 動 作 が 保 証 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
尚 、 電 源 切 り 換 え ス イ ッ チ ２ １ は 、 例 え ば 緊 急 用 赤 ボ タ ン １ ７ の オ ン に 応 答 動 作 す る 論 理
回 路 や ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 組 み 合 わ せ た も の で あ り 、 か つ 緊 急 用 赤 ボ タ ン １ ７ の オ ン に 応
答 し て 補 助 電 源 ２ ０ か ら の 電 力 供 給 を 受 け て 動 作 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
ま た 、 携 帯 電 話 機 １ の 制 御 部 ２ ２ は 、 緊 急 用 赤 ボ タ ン １ ７ が 押 下 さ れ る と 、 Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ
１ ３ 、 通 話 部 １ ２ 、 及 び Ｇ Ｐ Ｓ 受 信 機 １ ８ を 起 動 し 、 Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ １ ３ に よ り 携 帯 電 話 機
１ 周 辺 を 撮 影 さ せ て 、 そ の 映 像 を メ モ リ １ ５ に 記 憶 さ せ 、 通 話 部 １ ２ の マ イ ク に よ り 携 帯
電 話 機 １ 周 辺 の 音 声 を 収 拾 さ せ て 、 こ の 音 声 を メ モ リ １ ５ に 記 憶 さ せ 、 Ｇ Ｐ Ｓ 受 信 機 １ ８
に よ り 携 帯 電 話 機 １ の 位 置 を 検 出 さ せ て 、 こ の 位 置 を メ モ リ １ ５ に 記 憶 さ せ る （ 各 ス テ ッ
プ Ｓ ２ ０ ４ ， Ｓ ２ ０ ５ ， Ｓ ２ ０ ６ ） 。 そ し て 、 制 御 部 ２ ２ は 、 携 帯 電 話 機 １ 周 辺 の 映 像 、
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音 声 、 及 び 携 帯 電 話 機 １ の 位 置 を メ モ リ １ ５ か ら 読 み 出 す と 共 に 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ６ で サ
ー バ ４ か ら 与 え ら れ た パ ス ワ ー ド を メ モ リ １ ５ か ら 読 み 出 し て 、 こ れ ら の 映 像 、 音 声 、 位
置 、 及 び パ ス ワ ー ド を 通 信 制 御 部 １ １ を 通 じ て サ ー バ ４ へ と 送 信 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ７
） 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
サ ー バ ４ で は 、 こ れ ら の 映 像 、 音 声 、 位 置 、 及 び パ ス ワ ー ド の 受 信 を 待 機 し て お り （ ス テ
ッ プ Ｓ ２ ０ ８ で 「 Ｎ ｏ 」 ） 、 こ れ ら を 受 信 す る と （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ８ で 「 Ｙ ｅ ｓ 」 ） 、 デ
ー タ ベ ー ス ４ ａ を 検 索 し て （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ９ ） 、 受 信 し た パ ス ワ ー ド を デ ー タ ベ ー ス ４
ａ 上 で 照 合 し （ ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ０ ） 、 こ の 受 信 し た パ ス ワ ー ド が デ ー タ ベ ー ス ４ ａ に 登 録
さ れ て い な け れ ば （ ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ０ で 「 Ｎ ｏ 」 ） 、 セ キ ュ リ テ ィ サ ー ビ ス を 行 わ な い 旨
を 携 帯 電 話 機 １ に 通 知 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ １ １ ） 。 ま た 、 受 信 し た パ ス ワ ー ド が デ ー タ ベ
ー ス ４ ａ に 登 録 さ れ て い れ ば （ ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ０ で 「 Ｙ ｅ ｓ 」 ） 、 つ ま り 携 帯 電 話 機 １ の
所 有 者 が セ キ ュ リ テ ィ サ ー ビ ス を 申 し 込 ん で い る こ と が 確 認 さ れ る と 、 携 帯 電 話 機 １ か ら
の 映 像 、 音 声 、 位 置 、 及 び パ ス ワ ー ド を デ ー タ ベ ー ス ４ ａ に 記 憶 し て 、 携 帯 電 話 機 １ と の
通 信 を 終 了 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ２ ） 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
こ の 後 、 サ ー バ ４ で は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ８ で パ ス ワ ー ド に 対 応 さ せ て 記 憶 し た セ キ ュ リ テ
ィ サ ー ビ ス の 利 用 目 的 、 通 報 先 、 通 報 用 メ ッ セ ー ジ 、 及 び 携 帯 電 話 機 １ の 個 人 情 報 を デ ー
タ ベ ー ス ４ ａ か ら 読 み 出 す （ ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ３ ） 。 そ し て 、 通 報 先 、 つ ま り 警 備 会 社 の 通
報 先 端 末 装 置 ３ の ア ド レ ス に 基 づ き 、 回 線 網 ５ 及 び イ ン タ ー ネ ッ ト ６ を 通 じ て 、 通 報 先 端
末 装 置 ３ を ア ク セ ス し 、 通 報 用 メ ッ セ ー ジ 及 び 携 帯 電 話 機 １ の 個 人 情 報 を 通 報 先 端 末 装 置
３ に 送 信 す る と 共 に 、 携 帯 電 話 機 １ か ら の 映 像 、 音 声 、 及 び 位 置 を 通 報 先 端 末 装 置 ３ に 転
送 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ４ ） 。 更 に 、 通 報 先 端 末 装 置 ３ に よ る 受 信 を 確 認 し て か ら （ ス テ
ッ プ Ｓ ２ １ ５ で 「 Ｙ ｅ ｓ 」 ） 、 通 報 先 端 末 装 置 ３ と の 通 信 を 終 了 す る 。 ま た 、 通 報 先 端 末
装 置 ３ に よ る 受 信 を 確 認 す る こ と が で き な け れ ば （ ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ５ で 「 Ｎ ｏ 」 ） 、 通 報
用 メ ッ セ ー ジ 、 個 人 情 報 、 映 像 、 音 声 、 及 び 位 置 の 送 信 を 繰 り 返 す 。
【 ０ ０ ３ １ 】
通 報 先 端 末 装 置 ３ で は 、 通 報 用 メ ッ セ ー ジ 、 個 人 情 報 、 映 像 、 音 声 、 及 び 位 置 を 受 信 す る
と 、 通 報 用 メ ッ セ ー ジ 、 映 像 、 及 び 位 置 を 表 示 装 置 の 画 面 に 表 示 し た り 、 音 声 を ス ピ ー カ
か ら 再 生 出 力 し て 、 携 帯 電 話 機 １ の 所 有 者 に 緊 急 事 態 が 発 生 し た 旨 を 報 知 す る 。 ま た 、 先
に 個 人 情 報 に 対 応 さ せ て 記 憶 し た セ キ ュ リ テ ィ サ ー ビ ス の 種 類 を デ ー タ ベ ー ス ４ ａ か ら 読
み 出 し 、 こ の セ キ ュ リ テ ィ サ ー ビ ス の 種 類 を 表 示 装 置 の 画 面 に 表 示 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ １
６ ） 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
警 備 会 社 に お い て は 、 こ の 通 報 先 端 末 装 置 ３ に よ る 報 知 に 応 じ て 、 適 確 な 処 置 を 速 や か に
施 す （ ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ７ ） 。 例 え ば 、 携 帯 電 話 機 １ の 位 置 に 基 づ い て 、 所 有 者 を 捜 索 し た
り 、 通 報 用 メ ッ セ ー ジ 、 携 帯 電 話 機 １ 周 辺 の 映 像 や 音 声 、 及 び セ キ ュ リ テ ィ サ ー ビ ス の 種
類 に 基 づ い て 、 所 有 者 が 置 か れ て い る 状 況 を 判 断 し て 、 所 有 者 の 状 況 を 親 族 や 施 設 に 連 絡
す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
こ の 様 に 本 実 施 形 態 の シ ス テ ム で は 、 緊 急 時 に 携 帯 電 話 機 １ の 緊 急 用 赤 ボ タ ン １ ７ を 押 下
す る と 、 Ｇ Ｐ Ｓ 受 信 機 １ ８ に よ り 携 帯 電 話 機 １ の 位 置 が 検 出 さ れ 、 こ の 携 帯 電 話 機 １ の 位
置 、 周 辺 の 映 像 や 音 声 、 個 人 情 報 等 が サ ー バ ４ を 介 し て 通 報 先 端 末 装 置 ３ に 送 信 さ れ 、 通
報 先 端 末 装 置 ３ に よ り 携 帯 電 話 機 １ の 位 置 、 周 辺 の 映 像 や 音 声 等 が 報 知 さ れ る 。 こ の た め
、 警 備 会 社 で は 、 通 報 先 端 末 装 置 ３ の 報 知 に 応 じ て 、 携 帯 電 話 機 １ の 位 置 、 周 辺 の 映 像 や
音 声 等 を 直 ち に 確 認 し 、 何 等 か の 対 処 を 速 や か に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
尚 、 本 発 明 は 、 上 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 多 様 に 変 形 す る こ と が で き る 。
例 え ば 、 携 帯 電 話 機 １ と サ ー バ ４ 間 の 通 信 プ ロ ト コ ル や 、 サ ー バ ４ と 通 報 先 端 末 装 置 ３ 間
の 通 信 プ ロ ト コ ル を 適 宜 に 変 更 し た り 、 通 信 デ ー タ を 適 宜 に 変 更 し て も 良 い 。 ま た 、 複 数
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の 通 報 先 端 末 装 置 を サ ー バ ４ の デ ー タ ベ ー ス ４ ａ に 予 め 登 録 し て お き 、 緊 急 時 の 通 報 を サ
ー バ ４ か ら 該 各 通 報 先 端 末 装 置 へ と 行 っ て も 良 い 。 更 に 、 い た ず ら 等 に よ り セ キ ュ リ テ ィ
シ ス テ ム が 不 正 に 利 用 さ れ た と き に は 、 サ ー バ ４ の プ ロ バ イ ダ も し く は 通 報 先 端 末 装 置 ３
の 警 備 会 社 か ら 携 帯 電 話 機 １ の 所 有 者 に 対 し て 高 額 な ペ ナ ル テ ィ を 課 し た り 、 セ キ ュ リ テ
ィ の 契 約 を 解 除 し て も 良 い 。 ま た 、 い た ず ら 等 の 防 止 の た め に 、 緊 急 用 赤 ボ タ ン １ ７ を 透
明 カ バ ー に よ り 覆 っ て も 良 い 。 こ の 透 明 カ バ ー は 、 開 閉 操 作 さ れ た り 、 強 く 押 さ れ た と き
に 割 れ て 、 緊 急 用 赤 ボ タ ン １ ７ の 押 下 を 可 能 に す る も の が 好 ま し い 。 あ る い は 、 緊 急 用 赤
ボ タ ン １ ７ の 色 を 変 更 し た り 、 ボ タ ン の 頭 に 文 字 を 記 入 し た り 、 ボ タ ン そ の も の を 格 別 の
形 状 に し て も 構 わ な い 。 更 に 、 警 備 会 社 の 代 わ り に 、 警 備 等 を 業 務 と す る 組 織 団 体 に 通 報
先 端 末 装 置 を 設 置 し て も 構 わ な い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た 様 に 本 発 明 に よ れ ば 、 携 帯 電 話 機 の 緊 急 用 ボ タ ン が 操 作 さ れ る と 、 Ｇ Ｐ Ｓ 機
能 に よ り 携 帯 電 話 機 の 位 置 が 検 出 さ れ 、 こ の 携 帯 電 話 機 の 位 置 が サ ー バ を 介 し て 通 報 先 端
末 装 置 へ と 送 信 さ れ る 。 従 っ て 、 緊 急 用 ボ タ ン の み を 操 作 す る と い う 極 め て 簡 単 な 操 作 に
よ り 、 携 帯 電 話 機 の 位 置 を 通 報 先 端 末 装 置 に 通 報 す る こ と が で き る 。 ま た 、 携 帯 電 話 機 の
位 置 を サ ー バ を 介 し て 通 報 先 端 末 装 置 に 送 信 し て い る の で 、 通 報 先 端 末 装 置 が 通 話 中 で あ
っ て も 、 携 帯 電 話 機 の 位 置 が 通 報 先 端 末 装 置 で 受 信 さ れ る ま で 、 携 帯 電 話 機 の 位 置 が サ ー
バ か ら 通 報 先 端 末 装 置 へ と 繰 り 返 し 送 信 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
ま た 、 携 帯 電 話 機 に 補 助 バ ッ テ リ ー を 設 け 、 緊 急 用 ボ タ ン が 操 作 さ れ た と き に 、 補 助 バ ッ
テ リ ー を 携 帯 電 話 機 の 電 源 と し て 用 い て い る の で 、 携 帯 電 話 機 の 主 電 源 が 使 い 切 ら れ て い
た り 、 主 電 源 の ス イ ッ チ が オ フ に な っ て い る 状 況 で あ っ て も 、 携 帯 電 話 機 の 位 置 を 送 信 す
る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の セ キ ュ リ テ ィ シ ス テ ム の 一 実 施 形 態 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の シ ス テ ム に お け る 携 帯 電 話 機 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の シ ス テ ム に お け る サ ー バ へ の セ キ ュ リ テ ィ サ ー ビ ス の 申 し 込 み 手 続 き の 過
程 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ の シ ス テ ム に お け る セ キ ュ リ テ ィ サ ー ビ ス の 過 程 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ
る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 携 帯 電 話 機
２ 　 　 無 線 基 地 局
３ 　 　 通 報 先 端 末 装 置
４ 　 　 サ ー バ
５ 　 　 回 線 網
６ 　 　 イ ン タ ー ネ ッ ト
１ １ 　 　 通 信 制 御 部
１ ２ 　 　 通 話 部
１ ３ 　 　 Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ
１ ４ 　 　 表 示 装 置
１ ５ 　 　 メ モ リ
１ ６ 　 　 操 作 キ ー
１ ７ 　 　 緊 急 用 赤 ボ タ ン
１ ８ 　 　 Ｇ Ｐ Ｓ 受 信 機
１ ９ 　 　 主 電 源
２ ０ 　 　 補 助 電 源
２ １ 　 　 電 源 切 り 換 え ス イ ッ チ
２ ２ 　 　 制 御 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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